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	応用
	抗原情報
	背景
	非受容体型チロシンキナーゼは、IFN-α/β/γシグナル経路に関与する。インターロイキン-2受容体のキナーゼパートナーである。非受容体型チロシンキナーゼは、IFN-α/β/γシグナル経路に関与する（PubMed:7615558, PubMed:28111307, PubMed:32750333, PubMed:16239216）。インターロイキン-2受容体（PubMed:11909529）およびインターロイキン-10受容体（PubMed:12133952）のキナーゼパートナーである。 STAT を直接リン酸化しますが、シグナル伝達受容体に関連する他の JAK キナーゼのトランス活性化を介して STAT シグナル伝達も活性化します (PubMed:16239216、PubMed:32750333)。
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	過バナデート細胞溶解物で処理した Ramos における Phospho-JAK1 (Y1034 + Y1035) 発現のウェスタン ブロット分析。

